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～苗立枯れ病、もみ枯れ細菌病予防について～ 
 

春作業に入って不安定な天候が続いておりますが、播種

作業も徐々に始まってきております。出芽時の苗ヤケに注

意し、播種作業中においてもハウス内の温度に気を配り、

換気等に努めてください。 

また、播種後に低温日が続くと苗立枯れ病等の発生が懸

念されますので、症状が見えた時は以下を参考に防除に努

めてください。 

 

１．苗立枯れ病 

 

２．苗立枯れ病防除薬剤 

時期 薬剤名 
濃度及び散布量 

（箱当り） 

苗立枯病菌の種類 

ﾘｿﾞｰﾌﾟﾟｽ ﾋﾟｼｳﾑ ﾌｻﾞﾘｳﾑ ﾄﾘｺﾃﾞﾘﾏ

発芽後
灌注 

ﾀﾁｶﾞﾚｴｰｽM液剤 注) 500 倍、500ml/箱 ― ○ ○  

ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 500 倍、500ml/箱 ―   ○ 

※ 発病後のリゾープス菌の防除薬剤は無いため、シルバーポリは発芽後早めに除去する。 
注）床土にタチガレエースＭ粉剤及び播種時にタチガレエースＭ液剤を使用しなかった場合は、

発芽後にタチガレエースＭ液剤500倍希釈液を灌注する。 
 
３．もみ枯れ細菌病・高温障害対策 

播種後に高温が続くと出芽前に被覆内の温度が高くなり過ぎ、「もみ枯れ細菌病」や苗ヤケ
等の「高温障害」が懸念されます。もみ枯れ細菌病は、初期の高温が発生の要因となります。
ハウス内温度が３０℃以上の日中は側面のビニールを開け、換気に努めてください。 

中苗モデル 
（実物大） 

 

葉数 3.2 葉 

草丈 13.0 ㎝ 


